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The purpose of this paper is to elucidate the details about dialectal words referring to “fishing tools”, 
“fishing methods”, “fish names” and “fish processing” used in Todohokke, which is located in the 
eastern region of the Oshima Peninsula. The words have been collected by our fieldwork, some books 
of the local fishing industry and a couple of dictionaries of the Hokkaido dialect. Each item concerned 
includes a dialectal word in katakana letters, the meaning with brief comments, the example sentences, 
the recorded places and other sources. It is revealed that the dialectal words of Todohokke have unique 
characteristics closely related to the kinds of fish, distinguished from those of the western region of the 
peninsula.  
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彙の全体像が示されることで見えてくる実態につ
いて、新知見を交えての所見も述べていきたい。 




 ○実施日：2013 年 8 月 28 日（水）、29 日（木） 
 ○実施場所：函館市富浦町 田中末廣・美枝子
ご夫妻宅 
 ○調査協力者：田中末廣氏（昭和 10 年生まれ；
78 歳；漁師） 











 ○面談協力者：田中末廣氏（昭和 10 年生まれ；
78 歳；漁師） 
        田中美枝子氏（昭和 17 年生ま
れ；71 歳；漁師） 






 この面談で確認された語彙は全部で 110 語を数
える。昨年 8 月の調査で得られた 87 語に面談を
通して新たに 23 語が加わったことになる。 









2)  [     ]で品詞を記す。 
3)  <     >で語彙の採録地を記す。 



















語中 55 語(66%)であった。 
 
(1)  アシ[名詞]：流し網、刺し網の網。 
(2)  アシタナ～アバタナ[名詞]：漁網の下縁部分の
手網（たな）のこと。 
(3)  アツイ[形容詞]：ニシンの群来が非常に多く 
  接岸した状況を言う。 
  ＃TS：椴法華ではイワシやホッケに使用する。 




  ＃TS：ニシン以外の魚種にも使用する。 
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ゲ、合成樹脂等がある。 























  ☛網下。（吉岡 2003: 7） 
(11) アミサス[連語動詞]：漁網を海に入れる。 
  ☛1「朝、アミサシテ昼にはあげられる」（石垣 
1983: 33） 
  ☛2 アミヲサス：特に、ニシン漁やサケ漁等の
刺し網で投網する際には、「おい、夕方凪にな
ったらアミサシに出るぞ」などと使った。（吉
岡 2003: 9） 
(12) アンカ[名詞]：錨 3。 
  ＊英語 anchor「（船の）錨」に由来する。 
  ☛1 風のある時にコンブのあるところから船
が流されないようにするために使う。（川内谷 
1977: 153） 
  ☛2 アンカオロス（比喩）：ゆっくり落ち着く。
「あまりあちこち遊んで歩かないで、このへ




















  ☛2 海水の色を見て、ニシン、イワシ、サバ、
サケ、マス等の群来と個体の種別をするとこ
ろからできた語彙。（吉岡 2003: 14） 
  ☛3 イロミ～エドコミ：漁に出て、船上でクキ
（群来）を専門に見つける人、もしくはクキを




  ＃TS：テツアミ（綴網）を使用する。 
  ☛ 「そうしてこんどさーオキアゲする」＜椴
法華＞（石垣 1983: 63） 
(17) オキドメ[名詞]：部落の漁師全員が出漁を中止
すること。 
  ＃TS：どの地域においても使用する。 
  ☛オギドメと濁ることもある。「オキドメは部
落に不幸がある時などにする」＜松前町白神










＜椴法華＞（石垣 1983: 81） 
(20) カタガル[自動詞]：傾く。 
   カタゲル[他動詞]：傾ける。 
  ☛「船がカタガラナイようにしてね」＜椴法華
＞（石垣 1983: 83） 
(21) カッパガエル～カッパガル[自動詞]：ひっくり
返る。 
   カッパガエス～カッパガス[他動詞]：ひっく
橋本 邦彦 
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り返す。 




















  ☛エドコとも言う。（菊平 1992: 5） 
   (15)☛3 を参照のこと。 
  クギル[動詞]：群来る。＊椴法華の発音。 
  ☛「この空模様では、そろそろクキルンデない
か」＜小樽・忍路＞（石垣 1983: 111） 
(26) コマドリ[名詞]：はえ縄の針をはずすこと。ま
た、それをする人。 
    ☛船内に揚がった魚を針からはずす役。（『乙部
町史 上巻』 2001: 160） 
(27) ゴロ[名詞]：船を陸上に巻き揚げる時、船底に
入れる円筒形の木製のローラー。 
  ☛1 コロとも言う。（石垣 1983: 139） 
  ☛2 1.5m 位から大小あり。直径 10~18cm の丸
木。用材は堅木（ナラ、カエデ、アサダなど）
である。（吉岡 2003: 49） 
(28) シバリ[名詞]：①海藻採集具。②タコを獲る道
具。（石垣 1983: 161） 
  ☛1 コンブ拾いや海中に沈んだ物を引き上げ
る道具。（吉岡 2003: 58） 
    ☛2 シバキ：ガモメコンブやシオコンブを採る





  ☛ジャグとも言う。石狩前浜周辺にはない。 









  ☛1 はえ縄の方言で、日本海沿岸部で使用。
（『青森県の漁具』1975: 24） 
    ☛2 はえ縄の部位を示す方言。ギバ、タチモノ
とも呼ぶ。（『椴法華村史』1989: 570） 
  ☛3 瀬縄。タラ釣り用具。結糸（いわいと）5
枚、長さ 150 尋ぐらいのものを 10 枚ごとに 1
本付ける。（『南茅部町史 上巻』 1992: 804） 
(33) タコバコ[名詞]：材料はブナ材。腐食を防ぐた
め、コールタールを使用することもある。箱は





  ☛1『郷土史探訪Ⅲ』(1982: 11-12) 
  ☛2 タコとりの箱。＜南茅部・臼尻＞（石垣 
1983: 194） 









  ☛1 石垣（1983: 216） 
    ☛2 石狩浜では手網と呼称するのが主流。魚種
にもよるが、長さ 200～300 メートル、海岸に
もよるが 500 メートルに及ぶものもある。（吉





  ☛1 他にイカ、ソイ、ヤナギノマイ、タラなど
深みで生息する魚類の釣り漁法。全道一円の
海岸部で使用。（吉岡 2003: 84） 
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  ☛2 単にテンテンとも言う。＜椴法華＞（石垣 
1980: 78、1983: 224） 
  ☛3 錘付の遊泳板に疑似餌針を数本つなげた
仕掛けで釣る北海道独特の漁法。（『乙部町史
上巻』 2001: 161） 
(37) トチペル[動詞]：出口をふさぐ。 
  ☛「魚が逃げないように網の口をトチペル」＜







  ☛1 イカを引っかける針の一種。＜椴法華＞
（石垣 1983: 239） 
  ☛2 明治初期に考案。握り木へ 2 本の竿頭を開
いて挟み、それに適当な長さの釣糸を付けた。
イカが深みにいる時に、水面近くに呼び上げ
るのに使用。（『椴法華村史』 1989: 619） 




  ☛4 石狩本町地区から余市、岩内沖に出漁して
イカ付けし、海底に回遊するイカを釣り上げ
る時に使用した。イカが浮いてきたらハネゴ
で操業した。（吉岡 2003: 90） 
(39) ナワウズ[連語動詞]：はえ縄を海中に入れる。 
  ☛＜南茅部＞（石垣 1983: 245） 





  ☛1「2 人でね、ナワサヤメテいた」＜椴法華＞
（石垣 1983: 245） 
  ☛2 延縄漁の行われているところで、漁から帰
って網ざるに針を整理（サヤメル）して乾燥さ








ってイカつけた」＜鹿部＞（石垣 1983: 256） 
  ☛2 日本海側のイカ付け場所周辺（岩内、小平）
でも用いられる。石狩浜ではアイノリ（相乗り）
と呼称している。（吉岡 2003: 98） 
(44) ハイカラ[名詞]：魚釣り道具の一種。サバ釣り
用、タコ釣り用がある。 
  ＃TS：椴法華ではイカ釣りに使用。 
  ☛1「縄で釣るよりもあのハイカラでばかり釣
った」＜松前・白神＞（石垣 1983: 257） 
  ☛2 針に色物を付けること。主として道南の松
前周辺で使用された。厚田浜では古老の間で
タコ釣りの一本針に赤い布をつけて漁をして


















けるのさ」＜椴法華＞（石垣 1983: 266） 
  ☛2 ハネグとも言った。（『椴法華村史 1989: 
187, 619』 
  ☛3 木製（桐）で、把持する部分からは、15 セ
ンチ位から 40センチ程度の弾力のあるタケヒ
ゴが 2 本出ており、その先端に 40～50 センチ
の針、またはイカ針各 1 本をつけたもの。（吉




吉岡 2003: 104） 
  ＃K&TS：イカ漁具。二股に分かれている、イ
カを釣る仕掛け。 
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り返す。 




















  ☛エドコとも言う。（菊平 1992: 5） 
   (15)☛3 を参照のこと。 
  クギル[動詞]：群来る。＊椴法華の発音。 
  ☛「この空模様では、そろそろクキルンデない
か」＜小樽・忍路＞（石垣 1983: 111） 
(26) コマドリ[名詞]：はえ縄の針をはずすこと。ま
た、それをする人。 
    ☛船内に揚がった魚を針からはずす役。（『乙部
町史 上巻』 2001: 160） 
(27) ゴロ[名詞]：船を陸上に巻き揚げる時、船底に
入れる円筒形の木製のローラー。 
  ☛1 コロとも言う。（石垣 1983: 139） 
  ☛2 1.5m 位から大小あり。直径 10~18cm の丸
木。用材は堅木（ナラ、カエデ、アサダなど）
である。（吉岡 2003: 49） 
(28) シバリ[名詞]：①海藻採集具。②タコを獲る道
具。（石垣 1983: 161） 
  ☛1 コンブ拾いや海中に沈んだ物を引き上げ
る道具。（吉岡 2003: 58） 
    ☛2 シバキ：ガモメコンブやシオコンブを採る





  ☛ジャグとも言う。石狩前浜周辺にはない。 









  ☛1 はえ縄の方言で、日本海沿岸部で使用。
（『青森県の漁具』1975: 24） 
    ☛2 はえ縄の部位を示す方言。ギバ、タチモノ
とも呼ぶ。（『椴法華村史』1989: 570） 
  ☛3 瀬縄。タラ釣り用具。結糸（いわいと）5
枚、長さ 150 尋ぐらいのものを 10 枚ごとに 1
本付ける。（『南茅部町史 上巻』 1992: 804） 
(33) タコバコ[名詞]：材料はブナ材。腐食を防ぐた
め、コールタールを使用することもある。箱は





  ☛1『郷土史探訪Ⅲ』(1982: 11-12) 
  ☛2 タコとりの箱。＜南茅部・臼尻＞（石垣 
1983: 194） 









  ☛1 石垣（1983: 216） 
    ☛2 石狩浜では手網と呼称するのが主流。魚種
にもよるが、長さ 200～300 メートル、海岸に
もよるが 500 メートルに及ぶものもある。（吉





  ☛1 他にイカ、ソイ、ヤナギノマイ、タラなど
深みで生息する魚類の釣り漁法。全道一円の
海岸部で使用。（吉岡 2003: 84） 
椴法華村における「漁具」、「漁法」、「魚種」、「魚加工」に関連した方言語彙について 
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ゲ、合成樹脂等がある。 























  ☛網下。（吉岡 2003: 7） 
(11) アミサス[連語動詞]：漁網を海に入れる。 
  ☛1「朝、アミサシテ昼にはあげられる」（石垣 
1983: 33） 
  ☛2 アミヲサス：特に、ニシン漁やサケ漁等の
刺し網で投網する際には、「おい、夕方凪にな
ったらアミサシに出るぞ」などと使った。（吉
岡 2003: 9） 
(12) アンカ[名詞]：錨 3。 
  ＊英語 anchor「（船の）錨」に由来する。 
  ☛1 風のある時にコンブのあるところから船
が流されないようにするために使う。（川内谷 
1977: 153） 
  ☛2 アンカオロス（比喩）：ゆっくり落ち着く。
「あまりあちこち遊んで歩かないで、このへ




















  ☛2 海水の色を見て、ニシン、イワシ、サバ、
サケ、マス等の群来と個体の種別をするとこ
ろからできた語彙。（吉岡 2003: 14） 
  ☛3 イロミ～エドコミ：漁に出て、船上でクキ
（群来）を専門に見つける人、もしくはクキを




  ＃TS：テツアミ（綴網）を使用する。 
  ☛ 「そうしてこんどさーオキアゲする」＜椴
法華＞（石垣 1983: 63） 
(17) オキドメ[名詞]：部落の漁師全員が出漁を中止
すること。 
  ＃TS：どの地域においても使用する。 
  ☛オギドメと濁ることもある。「オキドメは部
落に不幸がある時などにする」＜松前町白神










＜椴法華＞（石垣 1983: 81） 
(20) カタガル[自動詞]：傾く。 
   カタゲル[他動詞]：傾ける。 
  ☛「船がカタガラナイようにしてね」＜椴法華
＞（石垣 1983: 83） 
(21) カッパガエル～カッパガル[自動詞]：ひっくり
返る。 
   カッパガエス～カッパガス[他動詞]：ひっく
橋本 邦彦 
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彙の全体像が示されることで見えてくる実態につ
いて、新知見を交えての所見も述べていきたい。 




 ○実施日：2013 年 8 月 28 日（水）、29 日（木） 
 ○実施場所：函館市富浦町 田中末廣・美枝子
ご夫妻宅 
 ○調査協力者：田中末廣氏（昭和 10 年生まれ；
78 歳；漁師） 











 ○面談協力者：田中末廣氏（昭和 10 年生まれ；
78 歳；漁師） 
        田中美枝子氏（昭和 17 年生ま
れ；71 歳；漁師） 






 この面談で確認された語彙は全部で 110 語を数
える。昨年 8 月の調査で得られた 87 語に面談を
通して新たに 23 語が加わったことになる。 









2)  [     ]で品詞を記す。 
3)  <     >で語彙の採録地を記す。 



















語中 55 語(66%)であった。 
 
(1)  アシ[名詞]：流し網、刺し網の網。 
(2)  アシタナ～アバタナ[名詞]：漁網の下縁部分の
手網（たな）のこと。 
(3)  アツイ[形容詞]：ニシンの群来が非常に多く 
  接岸した状況を言う。 
  ＃TS：椴法華ではイワシやホッケに使用する。 




  ＃TS：ニシン以外の魚種にも使用する。 














(51) ＃TS：フナマワリ[名詞]：8 月 10 日の椴法華
の祭りで、新しく購入した船を八幡神社の周
りで 3 回まわすこと。 




    ＃TS：椴法華では、細かい魚を捨てることを
ホレダスと言う。 
(54) ボンデ[名詞]：網やはえ縄、タコ箱などの海上
標識。＜余市＞（石垣 1983: 304） 
  ☛北洋の鮭鱒流し網、はえ縄、タコ縄、スケト
ウ縄などの沖合漁業の海上標識で、ボンデン





  ☛1 はえ縄の枝糸。（『椴法華村史』1989: 570）
☛2 はえ縄に下げる支網。津軽海峡沿岸部で用
いる。（『青森県の漁具』1975: 24） 
  ☛3 網や釣糸に使う綿糸。「太いヤメをつけて
やったろう」＜松前・白神＞（石垣 1983: 339） 
(57) ワク[名詞]：沖で魚を集める枠網の略。 








彙は 83 語中 6 語（7％）であった。 
 
(58) アガシ[名詞]：灯り。光。 
  ☛1 舵を取る人の前方が見えなくなるので、陸   
  に船を入れる時には、必ず、アガシ（灯火）を
消した。これは、イカ釣り漁船の操作法の一つ
である。（石垣 1980: 73） 
    ＃TS：イワシ地曳網で使った。 






  （『椴法華村史』 1989: 602、石垣 1980: 26、橋
本 2013: 72） 
(59) タテコミ[名詞]：建網を海に仕掛けること。ニ
シン、サケ、マス漁などを定置に施設すること。
＜石狩浜、厚田浜＞（吉岡 2003: 73） 
(60) ツリカ[名詞]：釣り漁の時に手（指）にはめる
釣り革。＜南茅部＞（石垣 1983: 215） 
  ☛1 道南地方の南茅部周辺で使用されていた
が、石狩浜では一本釣りの漁はないので、使用
されていない。（吉岡 2003: 79） 
    ☛2「ツリカ（釣革）はいて、ツリメダリ（釣
り前垂り）あでで」、「ツリカ（釣革）ちょいと
はき腕巻きまいて」（「鱈釣り口説」『南茅部町
史 上巻』 1992: 850, 852） 
(61) ツリメダリ[名詞]：釣り漁の時に身に付ける前
掛け。前掛けがメダリに転訛。＜南茅部＞（石
垣 1983: 216） 





法華＞（石垣 1980、1983: 336） 
    ☛2 ヤトイウル：語源は、自分らの労働を売る
ということからの方言である。青森県野辺地
方言に見られる。（吉岡 2003: 131） 
(63) ワゴ[名詞]：魚を獲る大ダモ。松前地方の方言。 
  ☛1「イワシをワゴでとったんだもの」＜松前・
白神＞（石垣 1983: 355） 
  ☛2 石狩本町地区ではこの呼称は用いないも
のの、ゴリ、カワエビ、ワカサギなどの小魚を




 調査協力者が「使わない」と回答した語彙は 83 
語中 22 語（27%）である。 
 
(64) アカダマ[名詞]：沖止めの印。 
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彙の全体像が示されることで見えてくる実態につ
いて、新知見を交えての所見も述べていきたい。 




 ○実施日：2013 年 8 月 28 日（水）、29 日（木） 
 ○実施場所：函館市富浦町 田中末廣・美枝子
ご夫妻宅 
 ○調査協力者：田中末廣氏（昭和 10 年生まれ；
78 歳；漁師） 











 ○面談協力者：田中末廣氏（昭和 10 年生まれ；
78 歳；漁師） 
        田中美枝子氏（昭和 17 年生ま
れ；71 歳；漁師） 






 この面談で確認された語彙は全部で 110 語を数
える。昨年 8 月の調査で得られた 87 語に面談を
通して新たに 23 語が加わったことになる。 









2)  [     ]で品詞を記す。 
3)  <     >で語彙の採録地を記す。 



















語中 55 語(66%)であった。 
 
(1)  アシ[名詞]：流し網、刺し網の網。 
(2)  アシタナ～アバタナ[名詞]：漁網の下縁部分の
手網（たな）のこと。 
(3)  アツイ[形容詞]：ニシンの群来が非常に多く 
  接岸した状況を言う。 
  ＃TS：椴法華ではイワシやホッケに使用する。 




  ＃TS：ニシン以外の魚種にも使用する。 
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  ☛1「あんたもアグリやってあったかな」＜椴
法華＞（石垣 1983: 23） 
  ☛2 キンチャクアミ（巾着網）とも言う。石狩
浜では 1938 年、1939 年まで石狩湾でイワシ漁
を行っていたが、この漁法ではなく、定置網と










ていた。（吉岡 2003: 3） 
(67) アミタデル[連語動詞]：漁網を設置する。 
  ☛1「村で最初にアミタデタのはだれだろう。」 
  ＜椴法華＞（石垣 1980:33） 




タテ（アミイレ）と呼ぶ。（吉岡 2003: 8） 
(68) アミタキブネ[名詞]：網を積んで待機する船。
＜南茅部＞（石垣 1983: 33） 
  ☛1 ニシンの接岸を待って陸に網を積んで待
機しておく船。主として建網場で三半船を使
用する。（吉岡 2003: 8） 












すること。（『椴法華村史』 1989: 602） 




（石垣 1983: 46） 
    ☛2 明治時代イワシの主要漁業地は、道南東部、
特に下海岸であった。（『恵山町史』 2007: 775） 
(72) オキマモリ[名詞]：ニシン漁場で沖の建網の中
を監視する人。船頭か老年の熟練者があたっ
た。（石垣 1983: 63、吉岡 2003: 22） 
(73) オクバショ[名詞]：松前、江差から見て神威岬
以北の漁場のこと。明治・大正期頃まで使用。 
  （石垣 1983: 64、吉岡 2003:22） 
(74) オツネン[名詞]：冬の期間。越冬を意味する。 
  ☛1「オツネンだけだよ。裁縫習いにいったの」
＜椴法華＞（石垣 1980、1983: 67） 
    ☛2 漁場では、正月が来ても帰宅しないでいる
漁夫のことを言っていた。（吉岡 2003: 22） 




た。（吉岡 2003: 22） 
(75) カガル[動詞]：（船が）停泊する。 
  ☛「家の前の浜に船が一隻カガッテいた」＜椴






松前・白神＞（石垣 1983: 79） 

















  ☛2 石狩浜では地曳網を敷く時に使用するが、
例年 1 月、2 月石狩川の氷下地曳網によるワカ
サギ漁で使用した。（吉岡 2003: 46） 
橋本 邦彦 





(51) ＃TS：フナマワリ[名詞]：8 月 10 日の椴法華
の祭りで、新しく購入した船を八幡神社の周
りで 3 回まわすこと。 




    ＃TS：椴法華では、細かい魚を捨てることを
ホレダスと言う。 
(54) ボンデ[名詞]：網やはえ縄、タコ箱などの海上
標識。＜余市＞（石垣 1983: 304） 
  ☛北洋の鮭鱒流し網、はえ縄、タコ縄、スケト
ウ縄などの沖合漁業の海上標識で、ボンデン





  ☛1 はえ縄の枝糸。（『椴法華村史』1989: 570）
☛2 はえ縄に下げる支網。津軽海峡沿岸部で用
いる。（『青森県の漁具』1975: 24） 
  ☛3 網や釣糸に使う綿糸。「太いヤメをつけて
やったろう」＜松前・白神＞（石垣 1983: 339） 
(57) ワク[名詞]：沖で魚を集める枠網の略。 








彙は 83 語中 6 語（7％）であった。 
 
(58) アガシ[名詞]：灯り。光。 
  ☛1 舵を取る人の前方が見えなくなるので、陸   
  に船を入れる時には、必ず、アガシ（灯火）を
消した。これは、イカ釣り漁船の操作法の一つ
である。（石垣 1980: 73） 
    ＃TS：イワシ地曳網で使った。 






  （『椴法華村史』 1989: 602、石垣 1980: 26、橋
本 2013: 72） 
(59) タテコミ[名詞]：建網を海に仕掛けること。ニ
シン、サケ、マス漁などを定置に施設すること。
＜石狩浜、厚田浜＞（吉岡 2003: 73） 
(60) ツリカ[名詞]：釣り漁の時に手（指）にはめる
釣り革。＜南茅部＞（石垣 1983: 215） 
  ☛1 道南地方の南茅部周辺で使用されていた
が、石狩浜では一本釣りの漁はないので、使用
されていない。（吉岡 2003: 79） 
    ☛2「ツリカ（釣革）はいて、ツリメダリ（釣
り前垂り）あでで」、「ツリカ（釣革）ちょいと
はき腕巻きまいて」（「鱈釣り口説」『南茅部町
史 上巻』 1992: 850, 852） 
(61) ツリメダリ[名詞]：釣り漁の時に身に付ける前
掛け。前掛けがメダリに転訛。＜南茅部＞（石
垣 1983: 216） 





法華＞（石垣 1980、1983: 336） 
    ☛2 ヤトイウル：語源は、自分らの労働を売る
ということからの方言である。青森県野辺地
方言に見られる。（吉岡 2003: 131） 
(63) ワゴ[名詞]：魚を獲る大ダモ。松前地方の方言。 
  ☛1「イワシをワゴでとったんだもの」＜松前・
白神＞（石垣 1983: 355） 
  ☛2 石狩本町地区ではこの呼称は用いないも
のの、ゴリ、カワエビ、ワカサギなどの小魚を




 調査協力者が「使わない」と回答した語彙は 83 
語中 22 語（27%）である。 
 
(64) アカダマ[名詞]：沖止めの印。 
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ゲ、合成樹脂等がある。 























  ☛網下。（吉岡 2003: 7） 
(11) アミサス[連語動詞]：漁網を海に入れる。 
  ☛1「朝、アミサシテ昼にはあげられる」（石垣 
1983: 33） 
  ☛2 アミヲサス：特に、ニシン漁やサケ漁等の
刺し網で投網する際には、「おい、夕方凪にな
ったらアミサシに出るぞ」などと使った。（吉
岡 2003: 9） 
(12) アンカ[名詞]：錨 3。 
  ＊英語 anchor「（船の）錨」に由来する。 
  ☛1 風のある時にコンブのあるところから船
が流されないようにするために使う。（川内谷 
1977: 153） 
  ☛2 アンカオロス（比喩）：ゆっくり落ち着く。
「あまりあちこち遊んで歩かないで、このへ




















  ☛2 海水の色を見て、ニシン、イワシ、サバ、
サケ、マス等の群来と個体の種別をするとこ
ろからできた語彙。（吉岡 2003: 14） 
  ☛3 イロミ～エドコミ：漁に出て、船上でクキ
（群来）を専門に見つける人、もしくはクキを




  ＃TS：テツアミ（綴網）を使用する。 
  ☛ 「そうしてこんどさーオキアゲする」＜椴
法華＞（石垣 1983: 63） 
(17) オキドメ[名詞]：部落の漁師全員が出漁を中止
すること。 
  ＃TS：どの地域においても使用する。 
  ☛オギドメと濁ることもある。「オキドメは部
落に不幸がある時などにする」＜松前町白神










＜椴法華＞（石垣 1983: 81） 
(20) カタガル[自動詞]：傾く。 
   カタゲル[他動詞]：傾ける。 
  ☛「船がカタガラナイようにしてね」＜椴法華
＞（石垣 1983: 83） 
(21) カッパガエル～カッパガル[自動詞]：ひっくり
返る。 
   カッパガエス～カッパガス[他動詞]：ひっく
橋本 邦彦 
- 2 - 
彙の全体像が示されることで見えてくる実態につ
いて、新知見を交えての所見も述べていきたい。 




 ○実施日：2013 年 8 月 28 日（水）、29 日（木） 
 ○実施場所：函館市富浦町 田中末廣・美枝子
ご夫妻宅 
 ○調査協力者：田中末廣氏（昭和 10 年生まれ；
78 歳；漁師） 











 ○面談協力者：田中末廣氏（昭和 10 年生まれ；
78 歳；漁師） 
        田中美枝子氏（昭和 17 年生ま
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 この面談で確認された語彙は全部で 110 語を数
える。昨年 8 月の調査で得られた 87 語に面談を
通して新たに 23 語が加わったことになる。 









2)  [     ]で品詞を記す。 
3)  <     >で語彙の採録地を記す。 



















語中 55 語(66%)であった。 
 
(1)  アシ[名詞]：流し網、刺し網の網。 
(2)  アシタナ～アバタナ[名詞]：漁網の下縁部分の
手網（たな）のこと。 
(3)  アツイ[形容詞]：ニシンの群来が非常に多く 
  接岸した状況を言う。 
  ＃TS：椴法華ではイワシやホッケに使用する。 




  ＃TS：ニシン以外の魚種にも使用する。 















（石垣 1983: 145） 
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  ☛1 石狩浜、厚田浜で②はボウズと言う。（吉
岡 2003: 56）(77)☛3 参照。 
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な地曳網の一種。（『椴法華村史』 1989: 598, 611） 
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ゲ、合成樹脂等がある。 























  ☛網下。（吉岡 2003: 7） 
(11) アミサス[連語動詞]：漁網を海に入れる。 
  ☛1「朝、アミサシテ昼にはあげられる」（石垣 
1983: 33） 
  ☛2 アミヲサス：特に、ニシン漁やサケ漁等の
刺し網で投網する際には、「おい、夕方凪にな
ったらアミサシに出るぞ」などと使った。（吉
岡 2003: 9） 
(12) アンカ[名詞]：錨 3。 
  ＊英語 anchor「（船の）錨」に由来する。 
  ☛1 風のある時にコンブのあるところから船
が流されないようにするために使う。（川内谷 
1977: 153） 
  ☛2 アンカオロス（比喩）：ゆっくり落ち着く。
「あまりあちこち遊んで歩かないで、このへ




















  ☛2 海水の色を見て、ニシン、イワシ、サバ、
サケ、マス等の群来と個体の種別をするとこ
ろからできた語彙。（吉岡 2003: 14） 
  ☛3 イロミ～エドコミ：漁に出て、船上でクキ
（群来）を専門に見つける人、もしくはクキを




  ＃TS：テツアミ（綴網）を使用する。 
  ☛ 「そうしてこんどさーオキアゲする」＜椴
法華＞（石垣 1983: 63） 
(17) オキドメ[名詞]：部落の漁師全員が出漁を中止
すること。 
  ＃TS：どの地域においても使用する。 
  ☛オギドメと濁ることもある。「オキドメは部
落に不幸がある時などにする」＜松前町白神










＜椴法華＞（石垣 1983: 81） 
(20) カタガル[自動詞]：傾く。 
   カタゲル[他動詞]：傾ける。 
  ☛「船がカタガラナイようにしてね」＜椴法華
＞（石垣 1983: 83） 
(21) カッパガエル～カッパガル[自動詞]：ひっくり
返る。 
   カッパガエス～カッパガス[他動詞]：ひっく
橋本 邦彦 
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1983: 57、吉岡 2003: 17） 





＜椴法華＞（石垣 1983: 62） 
  ☛2 道南の椴法華周辺では「オガバショ」と濁
るが、石狩浜では「オカバショ」と濁らず発音



















































（吉岡 2003: 103） 
(101) ヘエ[類別詞]：イカを数える単位。 
  ☛1＃TS：ハイ～パイとも言う。 
  ☛2「ハネゴだと一度にイカを二ヘエずつあげ
るんだからね」＜椴法華＞（石垣 1980: 61） 
(102) ボッツ[名詞]：タコの胴の部分。一見、頭の
ように見えるので、ボッツ（帽子）と言う。＜




      ソーダコ[名詞]：オスのタコ。 
      ミズダコ[名詞]：上記二つの総称。 




1983: 344）      アサイガ[名詞]：朝のイカ。
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れるイカ。（菊平 1992: 5） 
 
3.2 「使わない」回答語彙 





垣 1983: 38、吉岡 2003: 11） 
  ☛スルメ加工で用いられる。現在ではほとんど
生で出荷されるが、かつては随所にイカブス
マが見受けられた。（『郷土史探訪Ⅲ』 1982: 8） 
  ＊青森でもイカ干しの風景は一般的であるが
イカブスマの呼び方は報告されていない。
（『青森の漁具』 1975: 25 参照） 
(108) カドイワシ[名詞]：ニシンのこと。カドとも
言う。 
  ☛1 カド[名詞]：ニシンの古名。青森では乾脂
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  ☛「家の前ばかりで 12 マイの釜あった」＜椴







のはない。3.1 節と 3.2 節から判断できるいくつ
かの所見を次に挙げたい。 
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るんだからね」＜椴法華＞（石垣 1980: 61） 
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ように見えるので、ボッツ（帽子）と言う。＜
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椴法華村における「漁具」、「漁法」、「魚種」、「魚加工」に関連した方言語彙について 
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ゲ、合成樹脂等がある。 
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  ＊英語 anchor「（船の）錨」に由来する。 
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  ＃TS：テツアミ（綴網）を使用する。 
  ☛ 「そうしてこんどさーオキアゲする」＜椴
法華＞（石垣 1983: 63） 
(17) オキドメ[名詞]：部落の漁師全員が出漁を中止
すること。 
  ＃TS：どの地域においても使用する。 
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(20) カタガル[自動詞]：傾く。 
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   カッパガエス～カッパガス[他動詞]：ひっく
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彙の全体像が示されることで見えてくる実態につ
いて、新知見を交えての所見も述べていきたい。 




 ○実施日：2013 年 8 月 28 日（水）、29 日（木） 
 ○実施場所：函館市富浦町 田中末廣・美枝子
ご夫妻宅 
 ○調査協力者：田中末廣氏（昭和 10 年生まれ；
78 歳；漁師） 











 ○面談協力者：田中末廣氏（昭和 10 年生まれ；
78 歳；漁師） 
        田中美枝子氏（昭和 17 年生ま
れ；71 歳；漁師） 






 この面談で確認された語彙は全部で 110 語を数
える。昨年 8 月の調査で得られた 87 語に面談を
通して新たに 23 語が加わったことになる。 









2)  [     ]で品詞を記す。 
3)  <     >で語彙の採録地を記す。 



















語中 55 語(66%)であった。 
 
(1)  アシ[名詞]：流し網、刺し網の網。 
(2)  アシタナ～アバタナ[名詞]：漁網の下縁部分の
手網（たな）のこと。 
(3)  アツイ[形容詞]：ニシンの群来が非常に多く 
  接岸した状況を言う。 
  ＃TS：椴法華ではイワシやホッケに使用する。 




  ＃TS：ニシン以外の魚種にも使用する。 
  ☛＜余市＞（石垣 1983: 29） 
(5)  アバ[名詞]：建網に付ける浮き木。刺し網、流
し網、地曳網、ニシン刺し網でも用いる。 
(6)  アバリ[名詞]：網を梳いたり、編んだり、修理
したりする時に使う木製の針のようなもの。
網の目に応じて大中小あり、材質も竹、鯨のヒ
 
